Mojibake de kaki no bunshou ga yomenai kata wa, taihen 
moushiwake arimasen ga, tsugi no homepage o akusesu shi, 
sochira no hou kara oyomi kudasai.

http://www.fjsp.org.br/lingua/lingua_meru.htm
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このメールはご登録いただいた読者の方にのみお送りしています。

キャンセルの場合は下記アドレスまでご連絡ください。

prof@fjsp.org.br
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第75号のメニュー

【ごあいさつ】

【クラスでよく使う教具＆テクニック】

【おわりに】
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

皆さん、お久しぶりです。Makiです。いかがですか。サンパウロ日本文化センターでは、先週、サンパウロ州、パラナ州の州立学校で日本語を教えていて、教師経験5年未満の先生向けに研修会を行ないました。たった3日間でしたが、ベテラン先生の授業をビデオで見て分析し、グループで授業の流れを考え、発表してもらいました。他の先生の授業を見て得るものはたくさんあると思います。その先生がどのように導入しているのか、学習者にどのように接しているのか、教えるのにどんなテクニックを使っているのかが分析できます。さて、今日は、自分の授業で使ってみてうまくいった教具やテクニックを紹介したいと思います。
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私が子どもに日本語を教えていたとき、日本語で話そうとせずにポルトガル語だけで話したがる生徒がたくさんいました。日本語が話せる生徒でも、私がポルトガル語が分かるのを知っていたので、日本語で話そうとする努力が見られませんでした。せっかく日本語を習っているのに、日本語で話さないのはとても残念な気がしていました。そこで、私は表に｢日本語｣、裏に｢ポルトガル語｣と書いてあるプレートを作りました。そして、プレートが｢ポルトガル語｣のほうを向いているときは、先生も生徒もポルトガル語で話すことが許され、プレートが｢日本語｣に変えられたときは、日本語だけで話さなければいけないというルールを作りました。最初は、プレートが｢日本語｣に変わると、黙って何も話さない生徒もいましたが、徐々に先生の日本語を理解しようとする姿勢や何とか日本語でコミュニケーションを取ろうとする生徒が増えました。プレート一枚でクラスのルールを作り、そのルールに従って、クラスで日本語を話す機会を増やすことができてよかったと思います。

基本練習をするとき、よく使う教具は小さなぬいぐるみです。ぬいぐるみはある学生が他の学生に質問してほしいときに使います。まずぬいぐるみをある学生Aに投げ、私が質問をして学生Aに答えてもらい、質問と答えのモデルを見てもらいます。それから学生Aに同じ質問を他の学生にしてもらいます。そのとき、学生Aに他の学生にぬいぐるみを投げるように指示し、ぬいぐるみを受け取った人が答えます。このようにすれば、どの学生が質問し、どの学生が答えるかという教師の指示の時間を減らすことができると思います。また、授業中、少し眠そうな学生を起こすためにも効果的です(笑)。ぬいぐるみを使う前、ボールを使っていましたが、ボールは丸いため、学生がうまく受け取れなかった場合、どこかへ転がっていき、拾うまで少し時間がかかっていました。それに比べて、ぬいぐるみは落ちてもそのまま、そこに止まるので、そう時間がかかりません。

このほかに練習の小道具として、コインを使ったりします。先日、｢やりもらい｣の敬語、｢いただく、くださる、差し上げる｣のときに使いました。まず学生にペアになってもらい、各学生に｢花をもらいました｣｢チョコレートをもらいました｣など5つの文を考えてもらいました。それから学生Aに｢誰に花をもらいましたか。｣と質問してもらい、コインを投げてもらいます。もし表が出たら、学生Bは｢もらう｣を使って｢友達に花をもらいました｣と答えます。もし裏が出たら、｢いただく｣を使って、｢先生に花をいただきました｣と答えます。｢やりもらい｣の練習のときだけではなく、他の文型練習のときにも使えます。例えば、学生Aが｢昨日、どこかへ行きましたか。｣と質問をし、コインを投げます。もし表が出たら、学生Bは｢はい、図書館へ行きました。｣と答え、裏が出たら｢いいえ、どこへも行きませんでした。｣のような感じでできます。

クラスで基本練習を行なうとき、学生が長い文をゆっくり話し、日本語のリズムを失ってしまうことがあります。リズムがなければ、学生は間違ったところで文を切る可能性があり、話している日本語が理解しにくくなります。皆さんはどのように日本語のリズムに慣れさせていますか？私は手を叩いたり、足や指を鳴らしたりします。例えば、｢全部引き出しに入れたからかぎをかけましょうか｣では、下記の言葉を言っているときに手を叩いたりしています。

全部
引き出しに
入れたから
かぎを
かけましょうか
このようにすると、学生は正しいリズムでリピートができます。

また、教師が学生に長い文をリピートしてもらうのに一回ではなかなか言えません。何度も少しずつ文を長くしながら練習しなければなりません。皆さんはどのように長い文をリピートさせますか。私は文の最後の部分から少しずつ増やしていくようにと習いました。例えば、上記の文を学生にリピートしてもらうのでしたら、まず｢かけましょうか｣と言い、リピートしてもらい、それから｢かぎをかけましょうか｣と言い、リピート、それから｢入れたから、かぎをかけましょうか｣といった感じで長い文が言えるようにさせます。日本語では大切な情報は文の最後にあるから、そこから何回もリピートさせたほうが意味のある繰り返しになります。

今回、自分の授業で工夫してきたことについて述べましたが、いかがでしたでしょうか。多くの皆さんは、これよりもっとおもしろいテクニックや工夫をたくさん行なっているではないかと思いますので、ぜひぜひお話を聞かせてください。楽しみにしています。

prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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先週、日本では、ゴールデンウィークでしたね。休みが4日間、続いているので、これを利用して、旅行したり、家で休んだりします。祝日は、4月29日、5月3日、5月4日、5月5日なんですが、ここでクイズです。皆さんは、何の日か、ご存知ですか。答えはこのページの下のほうにあります！それでは、お元気で！
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室
日本語文・ポルトガル語文　遠藤クリスチーナ麻樹
日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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4月29日→昭和の日、5月3日→憲法記念の日、5月4日→みどりの日、5月5日→こどもの日
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